
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 片柳中学校 ）     学校番号 ２３２                            【様式】 

学 校 教 育 目 標 「夢をはぐくむ学校」 〇自ら学生徒 〇心豊かな生徒 〇心身を鍛える生徒        

目 指 す 学 校 像 「地域から信頼され、地域とともに歩み、生徒・教職員一人ひとりの自己実現・Well-being が図れる学校」        

          

重 点 目 標 

１ 非認知能力も含めた真の学力の向上 
２ 安心・安全な環境の下、心豊かな生徒の育成 
３ コミュニティ－スクールを核とした地域と一体となった教育活動の展開 
４ 持続可能な新しい学校の在り方を求める教職員の育成 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日 令和８年２月２６日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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＜現状＞ 

〇令和６年全国学力・学習状況調査では、数学

は全国・県平均を少し上回っているが。国語

は全国・県平均よりやや下回っている。 

〇授業には真面目に取り組み、探究的活動にも

意欲的に取り組む。 

＜課題＞ 

〇全国調査の結果から数学は図形に、国語は書

くことに課題が見られる。言語活動や表現力

に苦手意識がある生徒が多い。 

〇家庭学習に取り組んでいる生徒の割合が向上

しない。 

・学ぶ意味や楽しさ

の実感。 

・6 つの資質能力の

向上（情報活用能力、

言語能力、問題発見・

解決能力、コミュニケ

ーション力、学びに向

かう力、他者と協働す

る力） 

①朝学習、小テスト、単元末テストの充

実。ICT を活用した家庭学習の習慣づ

け。よむ yomu ワークシートの活用。 

②カリキュラム・デザインマップを活用

したコラボ授業の推進。 

③ICT を活用した自由進度学習や個別最

適な課題を設定した授業を実施。 

➀生徒学校評価「授業でわかった、でき

た」という実感 95％以上。 

➁生徒学校評価家庭学習をしている80％ 

③学びの指標「ICT の活用」3.3 以上。 

④保護者学校評価「学校は ICT を授業で

活用していますか」90％以上。 

❶生徒回答 90.7%。目標到達を目指し、更な

る改善が必要である。❷保護者回答 60.5%。

家庭学習の習慣化のため取組の改善が必要

である。❸学びの指標「ICT の活用」3.21。

目標到達はないがR6市平均を+0.38。❹保護

者回答 86.5%。各教科の特性に応じながら、

効果的な場面において活用している。 

Ｂ 

学習習慣の定着と基礎的・基本的な学力

の定着は必須と考える。朝の学習時間や

学習内容を振り返り、自己調整する時間

を作っていきたい。また、既習事項を活

用した探究的な学習も非常に重要であ

り、意図的にそのような場面を各教科の

学習の中で設定していきたい。 
 

概ね学校での取組については

評価でき、次年度への課題と改

善策は妥当であり、その成果に

期待をしている。しかし、結果

の詳細をみると、生徒と保護者

の回答のギャップが大きいもの

も見受けられ、特に、「学びの

質の向上に関する取組」に関す

る質問項目にその傾向が顕著で

あるところに課題を感じる。 

・学びに向かう力

の向上 

・実社会の出来事

に関心を持ち学び

を活用したか。 

①総合的な学習の時間でキャリア教育

STEAMS 教育を融合した活動の実施。 

②教科横断的探究学習を教科内で実施。 

特に生徒が自ら課題見つけ探究する生 

徒主体の学習活動に取り組む。(個別 

最適な学びと協働的な学びの一体化) 

①生徒学校評価「授業で課題を考えたり 

自ら解決したりすることによく取り

組めたか」95％以上。 

②市学調「授業で学んだことを他の学習

に生かしていますか」90%以上。 

❶生徒回答 93.0%。各教科において生徒が主

体となる課題設定が進んでいる。❷生徒回

答 86.0%。目標到達には至らなかったが各教

科の学習内容を意図的につなぐ取組を実践

し、総合的な学習の時間において各自の探

究課題を設定し、取り組むことができた。 

Ｂ 

今後も生徒が主体となる学習活動を展開

していきたい。教師の意図的な場面設定

によって生徒がより活発に授業に臨む場

面を作り出すことができる。また、各教

科の学習内容の関連性を示す指導は継続

していきたい。 
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＜現状＞ 

〇令和６年全国学力・学習状況調査、質問紙

「自分にはよいところがある」肯定的回答は

全国平均を 10Ｐ以上上回っている。 

〇学校評価「学校は楽しいですか」肯定的回答

98％。昨年度 3年生は 100％。 

＜課題＞ 

〇不登校傾向生徒の増加、心の不安を訴える生

徒の増加。 

・自己肯定感や有用

感、達成感の向

上。 

・キャリア形成につ

ながる活動の充実 

①様々な分野から社会人講師を招聘しキ

ャリア発達を促す体験的活動を多く

実施し、将来への夢や展望を持たせ

る。(かたやなぎエンジン等) 

②①を通し好奇心、創造性、協調性等、

非認知能力の育成を図る。 

①市学調「将来の夢や目標を持っている

か」80％以上。 

②生徒学校評価「仲間のよさを理解し、

お互いを認め合っている」98％以上。 

❶生徒回答 70.5%に留まった。キャリア教育

充実のため、総合的な学習の時間を中心

に、民間企業との連携や「かたやなぎエン

ジン」の実施などに取り組んだ。❷生徒回

答 98.6%。小学校時代からの旧知の仲であり

厚い信頼関係が醸成されていると捉える。 

Ｂ 

３年間を見通したキャリア教育の充実は

必須であると考える。再度学習構成を見

直し改善に努めたい。今年度、学校とし

て生徒に育みたい資質・能力を５つに整

理した。今後、更なる成長を目指し、取

組の改善と質の向上を目指したい。 
 

生徒回答が 70.5％に留まった

ことは気になるが、さらに次年

度への課題と改善策を推進して

ほしい。未来くるワーク体験で

お世話になった事業所に対し、

地域のリソースを掛け合わせた

新企画を提案する「かたやなぎ

エンジン」の取組は大変面白い

ものだった。次年度、よりブラ

ッシュアップして生徒の成長へ

の効果に期待したい。 

・生徒一人ひとりに

寄り添い、大切に

する支援がなされ

たか。 

①毎日のスクールダッシュボードの活用

と生活記録ノートの交換を重視し心

の変化に迅速に対応する。 

②年２回三者面談、学期ごとの二者面

談、アンケート等生徒に寄り添う。

Sola るーむ等の一層の充実。 

①学校評価保護者アンケート「お子様の

困り事や悩み事に対し学校は適切に対

応していますか」85％以上。 

②学校評価生徒アンケート「片柳中は落

ち着いた環境ですか」85％以上。 

❶保護者回答 88.6%。担任の先生を中心に組

織的な対応ができた。また外部機関の円滑

な連携も実現することができた。❷保護者

回答 91.0%。個々の生徒に寄り添い落ち着い

た学習環境がある程度実現できている。 

Ａ 

個々の生徒の事案に対して、正確な情

報収集に努め、対応していくことは今

後も継続していく。校内人材の最大限

の活用と、関係機関との連携も必要に

応じて積極的に取り組んでいきたい。 

3 

＜現状＞ 

〇学校運営協議会に生徒が参加し、生徒と地域

との協働活動が開始されている。 

〇令和６年全国学力・学習状況調査、質問紙

「地域や社会をよくするために何かしてみた

いと思いますか」肯定的回答は全国平均を 16

Ｐ上回っている。 

＜課題＞ 

〇コミュニティースクールを核とした生徒、保

護者、地域との協働活動のさらなる充実。 

〇部活動地域展開の継続。 

・地域に対し貢献で

きたか。 

・義務教育学校に向

けた小中一貫教育

のさらなる推進 

①地域行事の意義と生徒との関わりにつ

いての啓発活動。 

②小中合同研修会、小中教員派遣、児童

生徒間交流のさらなる推進。 

③地域ボランティア報告会や振り返りを

共有する機会の設定。 

①学校評価「ボランティア活動に参加し

たことがありますか」90％以上。 

②市学調「地域や社会で起きている問題

や出来事に関心がありますか」85%以

上。 

❶生徒回答 80.4%。１年生の意識が若干弱く

活動の意義などの周知活動が不十分であっ

たことを感じる。❷生徒回答 84.5%。社会科

のフィールドワークや地域を良くする方法

を考える学習など地域教材を活用した学習

に積極的に取り組むことができた。 

Ａ 

学校地域連携コーディネーターと連携

し、ボランティア活動の周知と参加への

呼び掛けを行い、さらに多くの生徒が地

域に関わろうとする態度を醸成したい。

また、社会科や総合的な学習の時間にお

ける地域連携は継続していきたい。  

社会科のフィールドワークや

地域を良くする方法を考える学

習等の現状を見る機会があり、

取組や発表の様子から成長を感

じる。また、今年度も生徒によ

るボランティア参加では、非常

に多くの活躍をしてくれたと捉

えている。学校規模の縮小は地

域にとっても最大の課題と捉え

ているので連携して解決にあた

りたい。 

・生徒主体の持続可

能な部活動地域展

開。 

①現状の成果と課題の把握と、来年度以

降のかたやなぎクラブ持続へ向けた諸

課題の解決。 

②自治会回覧で地域人材募集のチラシ配

布など地域人材の発掘。 

①生徒保護者学校評価「部活動に積極的

に取り組み充実していますか」85%。 

②令和８年度以降の部活動地域展開の方

向性の決定。 

❶生徒回答 89.9%、保護者回答 81.1%。部活

動には一生懸命に取り組む生徒を多くみる

ことができた。❷部活動地域展開を推進す

るため、教育委員会が主催する会議に参加

し、他校との情報共有に努めた。 

Ｂ 

想定される学校規模の縮小による教員

数の減少が最大の課題である。また部

員数の減少による部の存続も困難とな

ることが想定される。よりよき運営を

検討したい。 
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＜現状＞ 

〇校務ＤＸにより、ペーパーレス化や校務の効

率化が進み、備品等の廃棄なども進めてい

る。 

〇体育館にエアコンが設置され、気温上昇によ

る運動制限がなくなり快適な運動環境が整っ

た。 

＜課題＞ 

〇トイレの臭い、雨天時の渡り廊下の滑り、雨

漏りなど、校舎全体の整備が必要である。 

・校務のDX化の進

捗状況。 

・印刷関係消耗品

類の削減。 

①文科省の定める校務 DX 化の実例にで

きる限り近づける。 

②備品台帳の整理と不要物品の廃棄と再

利用も含めた検討。 

③適切な予算執行と保護者負担の軽減。 

①保護者学校評価「学校は清掃が行き届

いていますか」95％以上。 

②紙代、印刷関係消耗品の 3％削減 

③保護者からの教材費等の徴収金を 3％

削減をめざす。 

❶保護者評価 93.2%。生徒の清掃活動のみな

らず教職員による環境整備がなされてい

る。❷Teams のチャット機能を活用すること

により、Ａ３紙購入数 13%減、Ａ４紙購入数

25%減となった。❸全学年の教材費を前年度

と比較すると平均で 5.7%減。ただし、旅行

積立はバス代金高騰による 14.4%の増。 

Ａ 

校内環境の整備は今後も継続して取り組

みたい。Teams のチャット機能活用、タ

ブレット PC の教育利用、スクリレによ

る通知配信など継続していきたい。物価

高騰、燃料費高騰もあり保護者負担を減

ずる難しさがあるが ICT 活用による教材

費の減少によって対応していきたい。 
 

教育環境の整備については評

価でき、今後の継続的な取組を

望みたい。また、遅れているト

イレの改修をはじめ、学校の環

境整備については、さいたま市

教育委員会に継続的に要望しつ

つ、地域住民にでも協力や支援

が出来る事に関しては、実行し

ていきたいと考える。 

・課題箇所の整備

状況の向上。 

 

①安全点検の着実な実施による修繕箇所

の把握と配当予算で可能な修繕の実

施。 

①トイレ改修工事に伴う安全面の配慮が

できたか。 

②渡り廊下の滑り止めや小破修繕の確実

な実施。 

❶今年度、行政の入札不調によってトイレ

改修工事は実施できなかった。❷渡り廊下

滑り止めのためのペンキ塗布を実施するこ

とができた。また毎月の安全点検による修

繕必要個所の確認、修繕を行った。 

Ｂ 

トイレの改修は、令和８年度の実施を目

指し市教育委員会と協議する。また、修

繕箇所を把握し、大規模な修繕が必要と

なる箇所については継続的に市教育委員

会と協議し実現を目指していく。 

5 

＜現状＞ 

〇働き方改革への理解は進んできた。また、研

修の奨励により、授業方法について新しい発

想の下での工夫や改善に向けて共通認識は形

成されつつある。 

＜課題＞ 

〇生徒主体の指導観、評価観への転換。教える

からコーチング基本のファシリテーターへ。 

〇２年後の研究発表に向けた校内研修の一層の

充実が必要。 

・新しい教育情報

の収集に努め、

授業改善に取り

組んでいるか。 

①全国的な研究会や講演等へのオンライ

ンも含め積極的な参加。最新の教育

情報を収集し、自己研鑽するための

時間の確保。 

①学びの指標における主体的・探究的学

び共に 3.3 以上。 

②一人１回以上の校内授業公開と全教科

授業研究会の実施。 

③誌上も含めた研究中間発表会の実施。 

❶主体的 3.40、探究的 3.42。市内平均から

も+0.16、+0.21。❷全ての教員の１回以上

授業公開を実施。❸Teams を活用し市教育研

究の進捗状況を共有した。❹市内唯一の優

秀教職員組織として表彰された。 

Ａ 

令和８年度、学校課題研究の発表とな

る。これまでの取組を整理し、他校の範

となるよう全力で励みたい。また、地域

連携が大きな力となるため、連携を継続

していきたい。 

 

教育活動における様々な場面

において、多様なデジタルツー

ルを効果的に活用していること

は大変評価している。また、教

職員のキャリア形成に関する取

組は重要であり、妥当な状況と

評価できる。学校課題研究の推

進により、他校の範となる成果

に期待している。 

・業務のより一層

の効率化と削減

が図られている

か。 

①Teams の活用による電子起案や会議前

の情報共有を実施。 

②管理職との面談による相談の充実。 

③AIや各種ソフトの導入等ICT活用を進

め、さらなる業務の効率化を図る。 

①各種会議時間 50分以内を目標。 

②ストレスチェックにおける上司の支援

9.0 以上。 

③全教職員の年間12日以上の年休取得。 

❶Teams による資料共有で会議時間短縮を図

り、概ね 50 分以内で終えることができた。

❷上司支援は目標値を超えた。組織的対応

を実践した結果と捉える。❸全教職員の4月

からの12月までの年休所得は平均10日。月

１日以上の年休取得は 14名であった。 

Ａ 

学校課題研究推進のため、校務負担とな

る部分もあったが、生成ＡＩの研究の推

進と校務情報をクラウド上で管理するこ

とで非同期の情報共有がなされた。最新

のツールを活用しながら、校務改善と教

育改善に取り組みたい。 
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